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本研究では (l ， ll， III) のごとき対称性の高い分子を選び，それらの絶対配置を決定し，旋光
分散，円二色性を測定し，ベンゼン発色団の旋光性に及ぼす寄与を検討した。 (l ， n ， III) の絶
対配置は最近，尾関，田仲によって絶対構造の確定したトリプチセン誘導体に化学的に誘導する










相互作用がないと考えられる場合でも簡単な coupled oscillator model では説明できない乙と
が明らかとなった。さらに坂田君は，上記化合物以外にも種々の塩素置換トリプチセンにつき，
その電子スペクト Jレ， NMR スペクトノレを測定し貴重な知見をえている。以上の研究は，有機化
合物の旋光性の研究に重要な寄与をなすものであり，理学博士の学位論文として十分価値あるも
のと 5忍める。
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